
参加者数：　31名 回答者数：　30名 回答率：　　97％

１．あなたの年代は
①５０代 ②６０代 ③７０代 ④８０代 ⑤９０代 ⑥その他

２．在宅医療を知っていましたか。
①知っていた ②知らなかった

３．在宅医療を知っていたと答えた方。どのようにして知りましたか。
テレビで知った 3
講演会(ふれあいネットワーク) 15
家族・友人から 0
各種報道で知った 3
家族を介護していた 1

４．在宅医療について関心を持ちましたか。
①はい ②いいえ 未回答

5．どのようなことが印象に残りましたか。

・

・ 在宅でも、チーム医療介護なら、ケアが十分継続できると思った。(複数回答あり)

・

・

・

・

・

・

・ 医療介護従事者が沢山関わってくれることを知って良かった。

・ 訪問診療は、半径１６キロ範囲など、制度的な事も知れてよかった。

・ 自分でも、在宅療養が出来るかも！と感じた。

・

〇 1人暮らしの人が在宅療養をしたら、ＱＯＬが下がってしまうのでは？と思った。

〇 医療現場で働く労働人口減少するのに、在宅療養を本当に支えていけるのか？と思った。

効率を考えたら、コンパクトシティ化・集中医療介護の方が現実的ではないか。

〇 自宅周辺が階段だらけなので、在宅医療チームが来れない！と思った。

〇 在宅医療は素晴らしいが、やはり理想で、現実は厳しいと思う。

６．今後、あなたは在宅医療を受けようと思いますか。

①はい ②いいえ 未回答

いろいろな終末期の経過を辿ることを知ってよかった。

在宅医療の仕組みは、すごく良いと思った。ぜひ推進してほしい。

事例があったので、在宅医療はチームで行なうこと等、現実がよく理解できた。

（　26名） （　2名） （　2名）

内容全体が印象に残った。詳しい説明で分かりやすかった。

在宅療養を望めば、それを叶えられる環境があると知って、とても嬉しかった。

去年の在宅医療の研修後は不安ばかり募ったが、今日のお話を聞いて少し安心できた。

やはり、実は私も自宅で看取りをしてほしいので、詳細がわかって安心した。

家族や大切な人が在宅療養を望んだら、考えてあげたいと思った。でも自分はまだ分からない。

（　16名） （　6名） （　8名）
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（ 1 名）

（　23 名） （　7 名）

（　0 名） （　10 名） （　16 名） （　3 名） （ 0 名）




